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名を荷なう話          

              教頭  原 康二 
 時々、以前に読んだ本の内容が思い出され、違った視点から考えさせられることが

あります。この夏に思い出したものを紹介します。内容は正確ではありません。 

 釈迦の弟子で非常に物覚えの悪い人がいました。自分の名前すら忘れてしまうので、 

名前を背中に貼っていたそうです。もちろん、釈迦の教えを覚えられません。彼が絶

望して道にたたずんでいると、釈迦が通りかかります。「おまえはそこで何をしている

のか。」「私はあまりに愚かで仏弟子たる資格がありません。」「おまえは自分が愚かで

あることを知っている。したがって真の愚者ではない。」そして、「塵を払い、埃を除

かん」という言葉と一本の箒を与えました。彼は一心に履物を掃除しながら考え続け

て、羅漢（らかん：菩薩に次ぐ人）になることができたそうです。 

 この話は愚直であることの大切さを言っているわけですが、今回、釈迦が箒を与え

ている点（言葉だけではなく、実技と合わせて学ぶ）にも注目すべきと思いました。                    

                                   
１ 第２期臨床実習を終えて（２期臨床実習アンケートを中心として） 
「実習内容で費やした時間の多いもの」

は、診療補助が 1 期４７％、２期６１％

と増えたのに対し、見学が１期２９％、

２期１３％と減少し、より具体的な実習

に移っていることがうかがえる。 

「実習施設以外での時間の使い方」は、 

実習帳記録が１期６０％、２期５３％と

７％減少、平均勉強時間も１４％減少し、 

逆にテレビ・外出・アルバイトが１７％

増であった。この状況は問題である。 

「努力したこと・勉強になったこと」は、 

バキュームテクニック・ライティングが

１期と同様１番多かったが、スケーリン

グ、印象採得なども目立った。他に清潔・

不潔の意識変化があった。 

「大変だったこと」は、１期同様『バキ

ュームや受け渡しがうまく出来ず、診療

の流れを止めてしまった』、『患者さんと

コミュニケーションがうまく取れない』

等があり、『どう動いてよいのか分からな

かった』など勉強不足と積極性に欠ける

内容もあった。 

ＭＤＨＣだより ＮＯ．１８ 
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「今後の心構え」は、『個人に合ったＴＢ

Ｉをしたい』、『スケーリングを上達させ

たい』など技術面での課題をあげるもの

が多かった。 

「臨床実習の感想」は、『様々な症例を見

ることができ、教科書では分からなかっ

たことも具体的に知ることができた』、 

『すばらしい衛生士さんと出会い、自分

もいつかこうなりたいという目標ができ

た』などがあった。 

＊２期を終え、例年のことではあるが、

実習に対する慣れがアンケートの「実習

施設以外での時間の使い方」などに現わ

れており、事前指導の折に厳しく指導を

行いました。 

評価では、『基本的な知識もなく、実習

に出る状態でない』、『実習中の学生同士

の私語が目立つ』など厳しい評価もいた

だき、慣れからくる行動がこういった評

価にもつながっていると思います。一方

では、『模範的な実習生である』、『教えが

いがある』、『態度・マナーが良い』とい

った評価もいただいています。                    

３期事前指導では、ワンランクアップ

した具体的な目標を持って実習に臨むよ

う、決意のことばを記入し、教室に掲示

しました。何かとご迷惑をおかけします

が、引き続き３期もよろしくお願いいた

します。 

２ 施設実習に参加して 
～学生の感想（抜粋）～ 

＜知的障害者更生施設 藤川寮＞ 

『実習を通して、知的障害者の方を身近

に感じ、とても心が純粋できれいだと思

いました。私達健常者側が障害者に対し、 

壁を作っていることを改めて考えさせら

れました。』   

＜特別養護老人ホーム まどかの郷＞ 

『未熟で車椅子をうまく動かすこともで

きない私に、お年寄りが感謝の言葉をか

けてくれ、とても有難くもったいない言

葉だと思いました。人に接する時 

のやさしさを学びました。』 

＜老人保健施設 ヴィラ葵＞ 

『働いている方々の手際のよさ、 

チームワーク、入居者の方との信頼関係

など多くのことを学びました。入居者の

方とふれ合うことができ、楽しかったで

す。』 

３ 心身障害者健診に参加して 
 去る８月１７日、「岡崎市福祉の村」に

て実施された心身障害者健診の事業に今

年も参加させていただきました。 

～学生の感想（抜粋）～ 

『ＤｒやＤＨさんがとまどうこともなく

優しく声を掛けたり、動いている姿を見

てすごいなあと思いました。私は障害者

の方と接したことがあまりなく、緊張し

ていましたが、あわてていると逆に患者

さんに気を使っていただいたりと、たく

さんのことを発見し、勉強できました。』 

４ １０月の主な予定   
・臨床実習Ⅲ期終了    10／22（水） 

・全国統一模擬試験    10／27（月） 

・研修旅行 10／29（水）～10／31（金） 
（横浜・東京ディズニーランド・東京歯科大学） 


